
令和８年度広報まえばし読者アンケート 結果報告書 

令和８年１０月 前橋市広報ブランド戦略課 

 

１ 調査の概要 

名  称 令和８年度広報まえばし読者アンケート 

実施期間 令和８年７月１日〜７月３１日 

目  的 

令和８年１月に実施した広報まえばしのリニューアルに対する評価や、よく

読まれている記事などを調査し、今後の広報紙作成の参考とするために実施

した。 

対  象 広報まえばしの読者 

周知方法 広報まえばし７月号 

回答方法 電子申請システム（Logo フォーム）による回答 

回答数 ２７件 

 

２ 回答者の属性 

（１）年代 

 回答者は６０代が１０人で最も多く、５０代・６０代で約６割を占めた。 

 

 

（２）性別 

 性別は女性が１７人で全体の約６割だった。 



 

 

 

３ 調査結果 

（１）読んでいる媒体・頻度（単一選択） 

 回答者の約９割が紙媒体で読んでおり、約８割が「ほぼ毎号読む」と回答した。 

 



 

 

（２）内容の満足度（単一選択） 

 「満足」「どちらかといえば満足」と回答した満足層が約 7割を占めた。一方で「どちらともいえ

ない」が約 26％あり、改善の余地もみられる。 

 

 

（３）よく読まれている記事（複数選択） 

 「特集ページ」に加え、行政情報を掲載する「くらしの情報」「大切なお知らせ」もよく読まれて

いる。 



 

 

 

 



 

 

（４）リニューアル後の読みやすさ 

 右綴じから左綴じへのリニューアルの評価は意見が分かれた。「読みやすくなった」「どちらかと

いえば読みやすくなった」が約４割で最多だった一方、「読みにくくなった」「どちらかといえば読

みにくくなった」も約３割あった。 

 

 

（５）これまでの掲載内容で印象に残っている内容や良かった点がありましたらご記入ください。

（自由記述） 

※主な意見を抜粋して掲載しています。内容は趣旨を損なわない範囲で要約・編集しています（以

下、同様）。 

 

・クマに関する注意喚起をトップページで取り上げていたのは良かった。赤城特集と併せて、クマ

に遭遇した場合の対応や避難先についても掲載されていると安心。 

・草木の廃棄に関する社会実験の情報。 



・外来種に関する情報発信は有益であり、特にナガミヒナゲシの掲載は良かった。 

・防災気象情報の変更や災害への備えに関する特集は、防災意識を高める内容として良かった。 

・表紙写真やイラスト、文章が好き。 

・無料で参加できる地域イベントの掲載はありがたい。 

・赤城に関する特集が良かった。 

 

（６）改善してほしい点などがありましたらご記入ください。（自由記述） 

・子育て世代やシニア世代向けだけでなく、大人向けの講座や生涯学習に関する情報も充実させて

ほしい。情報の入手先が分かりにくい。 

・タウンミーティングの開催案内や市長コラムなどの記事は掲載しないでほしい。 

・スポーツ欄の試合情報は競技名が分かるようにしてほしい。 

・考古学教室の記事には開催時間も掲載してほしい。 

・広報紙の配布時期にばらつきがあり、募集開始後に手元へ届く場合があるため改善してほしい。 

・「赤城で夏を楽しもう！」のような特集や、イベント情報をさらに充実させてほしい。 

・「中公」などの略称は分かりにくいため、正式名称を記載してほしい。 

・広報紙の配布に伴う自治会役員の負担軽減や、デジタル化の推進を検討してほしい。 

・記事数が多い。 

・現在の左開きから、以前の右開きに戻してほしい。 

・新聞等で報道されている財政面の課題についても記載してほしい。 

 

（７）掲載してほしい内容や特集してほしいテーマなどがありましたらご記入ください。（自由記

述） 

・スズランの閉店や共愛学園、図書館など、中心市街地のまちづくりに関する取組状況や今後の見

通しを知りたい。 

・地域ごとの魅力や特色ある自治会の活動などを紹介する企画を掲載してほしい。 

・群馬県と前橋市の関係や高崎市と前橋市の政治・文化・経済面での違いが生じた理由を知りたい。 

・ナガミヒナゲシの駆除について、来年も同時期に周知してほしい。 

・昨年の市長に関する報道の対応状況。 

・上毛電鉄を特集してほしい。 

・大室古墳や総社古墳群など前橋市内の古墳や、総社町の歴史・伝統行事を紹介してほしい。 

・幹線道路等の除草や樹木伐採の実施予定を周知してほしい。 

・遺言や相続に関する情報を掲載してほしい。 


